
清浄な空間を

二つの国際規格新規項目の提案も

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す

る
実
験
を
行
う
設
備

ダ
イ
ダ
ン
提
供

植
物
工
場
を
支
え
る
安
全
・
安
心
に
貢
献

省
エ
ネ
に
取
り
組
み
研
究
施
設
を
活
用

適
切
な
対
応
不
可
欠
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ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
関
連
の

国
際
規
格
に
つ
い
て
は
、
工

業
用
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
関
連

の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
６
４
４
と
、

バ
イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
関
連
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

６
９
８
が
あ
る
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
６
４
４
で

は
、
清
浄
表
面
を
扱
う
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
９
で
審
議

し
て
い
た
パ
ー
ト
９
が
、
２

０
１
２
年
８
月
に
発
行
さ
れ

た
。
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
お
よ

び
関
連
制
御
環
境
に
お
け
る

粒
子
濃
度
に
よ
る
固
体
表
面

の
清
浄
度
の
ク
ラ
ス
を
規
定

し
て
い
る
。
対
象
と
す
る
表

面
は
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
環
境

に
お
い
て
気
体
と
接
す
る
あ

ら
ゆ
る
固
体
表
面
と
な
っ
て

い
る
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
６
９
８
は
、

微
生
物
汚
染
の
一
般
概
念
に

関
す
る
パ
ー
ト
１
、
微
生
物

汚
染
デ
ー
タ
の
評
価
と
解
釈

に
関
す
る
パ
ー
ト
２
の
二
つ

の
パ
ー
ト
が
あ
る
。
改
定
に

向
け
た
審
議
が
行
わ
れ
て
お

り
、
パ
ー
ト
１
、
パ
ー
ト
２

は
そ
の
ま
ま
で
、
新
し
い
パ

ー
ト
３
を
加
え
て
、
三
つ
に

分
か
れ
る
予
定
。
パ
ー
ト
３

に
つ
い
て
は
新
規
業
務
項
目

提
案
の
段
階

Ｎ
Ｐ

に
あ

る
。

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
内
で
リ
ー

フ
レ
タ
ス
を
栽
培
す
る
完
全

人
工
光
型
植
物
工
場
「
サ
イ

テ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム

Ｌ
Ｅ
Ｄ

農
園

」

東
京
都
町
田

市

　
そ
し
て
抗
が
ん
剤
の
製
造

施
設
は
、
陰
圧
制
御
の
専
用

工
場
に
大
気
、
水
質
、
土
壌

の
汚
染
を
防
止
し
た
空
調
設

備
な
ど
の
導
入
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
バ

イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
ク
リ
ー
ン
ル

ー
ム
も
、
適
切
な
シ
ス
テ
ム

で
対
応
す
る
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
。

　
企
業
や
団
体
は
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
関
す
る
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
る
。

　
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
設
備
工

事
業
者
な
ど
は
、
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
係
す
る
研
究
施
設
を
活
用

し
て
い
る
。
次
世
代
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
用
実
験
施
設
に
お

い
て
、
気
流
や
空
気
清
浄

度
、
温
度
、
湿
度
を
自
由
に

設
定
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
。
次
世
代
の
電
子
デ
バ
イ

ス
、
医
薬
品
製
造
施
設
で
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
品
質
確
保

の
た
め
の
研
究
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
低
露
点
環
境
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
研
究
開
発

を
目
的
と
し
た
実
験
室
を
使

っ
て
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二

次
電
池

Ｌ
Ｉ
Ｂ

の
製
造

工
程
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
低
減
な
ど
に
対
応
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｂ
な
ど

の
製
造
工
程
で
は
、
水
分
を

嫌
う
た
め
、
製
造
環
境
を
極

端
な
低
湿
度
に
保
つ
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
、
除
湿
に
大

き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と

し
て
い
る
。

　
日
本
空
気
清
浄
協
会

Ｊ

Ａ
Ｃ
Ａ

で
は
、
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員

会
が
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を

有
し
、
多
大
な
外
気
を
導
入

す
る
製
薬

工
場
・
研
究

所

産
業
向
け
に
、
設
備
エ

ネ
ル
ギ
ー
換
算
係
数
の
策
定

作
業
を
進
め
て
い
る
。
同
委

員
会
が
４
月

日
開
催
の
第

回
空
気
清
浄
と
コ
ン
タ
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

研
究
大
会
で
発
表
し
た
委
員

会
活
動
報
告
に
よ
る
と
、
製

薬

工
場
・
研
究
所

で
の

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の

―

％
は
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

を
代
表
と
し
た
空
気
調
和
設

備
で
消
費
さ
れ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
同
委
員
会
は

策
定
し
た
換
算
係
数
の
詳
細

を
９
月

日
発
行
の
Ｊ
Ａ
Ｃ

Ａ
機
関
誌
「
空
気
清
浄
」
に

載
せ
る
予
定
だ
。

　
ま
た
、
バ
イ
オ
ロ
ジ
カ
ル

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
は
、
第
三

次
ブ
ー
ム
と
も
言
わ
れ
る
植

物
工
場
の
稼
働
を
支
え
て
い

る
。
植
物
工
場
は
大
き
く
分

け
る
と
、
蛍
光
灯
や
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
ン

プ
な
ど
を
利
用
す
る
「
完
全

人
工
光
型
工
場
」
と
、
太
陽

光
を
あ
る
程
度
利
用
す
る

「
太
陽
光
利
用
型
工
場
」
の

２
種
類
が
あ
る
。
こ
の
う
ち

バ
イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
が
貢
献
す
る
の
は
、

完
全
人
工
光
型
工
場
だ
。

　
植
物
工
場
で
は
栽
培
室
の

温
度
、
湿
度
、
清
浄
度
を
は

じ
め
、
光
量
や
、
赤
、
青
、

緑
と
い
っ
た
光
質
、
光
の
照

射
時
間
を
制
御
。
栽
培
室
の

陰
圧
制
御
な
ど
に
よ
っ
て
気

密
管
理
を
行
う
。
植
物
周
辺

の
空
気
の
よ
ど
み
な
ど
を
判

断
す
る
気
流
速
度
や
、
植
物

の
生
育
に
関
係
す
る
二
酸
化

炭
素

Ｃ
Ｏ
２

濃
度
も
調

整
す
る
。
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
は
栽

培
室
を
外
気
に
比
べ
て
２
、

３
倍
程
度
に
高
め
る
こ
と

で
、
生
産
量
が
増
え
る
。
外

気
を
栽
培
室
に
入
れ
る
と
Ｃ

Ｏ
２

濃
度
が
低
く
な
る
た

め
、
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
。

　
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
は
植
物

工
場
に
お
い
て
食
の
安
全
・

安
心
に
関
す
る
一
翼
を
担
っ

て
い
る
。
植
物
工
場
の
拡
大

と
と
も
に
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー

ム
の
役
割
も
さ
ら
に
重
要
に

な
っ
て
い
き
そ
う
だ
。


